





















■主催 京都大学上海センタ  ー   ■共催 上海センター協力会 
■日時 2007年1月21日（日）午前９時～午後６時 










◇発表者 李培徳（香港大学）「1920 年代から 1930 年代まで上海銀行家の横領 








午後６時～７時 半 記念レセプション 
■事務連絡先 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学大学院経済学研究科  堀 和生     
       電話 ０７５－７５３－３４３８ ﾌｧｯｸｽ ０７５－７５３－３４９９ 
































































































































































６．海外からの経済支援  華僑と印僑 
海外からの経済支援として、中国には華僑（３４００万人）があり、インドには印僑（１７００万人）がある。し
かしこの両者にはその投資方法に差があるのではないかと考える。これもインドにとっては不利な要素で
ある。 
華僑はその歴史的ルーツが客家であるということだが、現在、中国ではそのことを意識しているような
人々はいない。多くの海外在住華僑が、地域や人脈にこだわらず、金儲け最優先で、こぞって中国への
投資に踏み切ってきたし、中国人の方も、投資ならば誰からでも大歓迎して受け入れてきた。私が現在、
オフィスを構えている上海世貿商城という名の巨大商業ビルは、１９９８年にシンガポール華僑が、３００億
円をポンと投じて建設したものである。最近になってこのビルもやっと繁盛し始めてきたが、最初のころは
閑古鳥が鳴いており、大赤字が続いていた。それでもオーナーのシンガポール華僑は、「愛国心で建て
たものだから、儲けは度外視している」と涼しい顔をしていた。このような華僑が中国全土に、多額を投資
しており、それが中国経済を大きく底上げしてきた。 
 インドには印僑がついている。この印僑には、金融業や繊維、貴金属関係の貿易商で財をなした人が
多い。私が世界各地で出会った印僑には、一定の特徴があった。大阪の本町で繊維を扱っている印僑
は、ターバンを巻き、もみ上げを長くし、金縁のめがねをかけていた。クアラルンプールの繊維街で、私
が仕入れの交渉をした印僑もまったく同じスタイルであった。香港でも、ヤンゴンでも同様であったし、マ
ダガスカルの首都：アンタナナリボでも、その地の不動産を牛耳っていたのは、同じくターバン姿の印僑
であった。つまり彼らはすべてシーク教徒だったのである。彼らを見慣れていない私は、どこに行っても、
いつも同一人物とビジネスをしているような錯覚に陥ったものである。そしてそのとき、このように外見まで
統一してしまうような印僑のネットワークは、きわめて排他的なのではないかと考えた。つまり彼ら印僑は
シーク教徒内では助け合うが、他教徒への投資を含む援助には抵抗があるのではないかと思ったのであ
る。その点で、華僑が出身にかかわりなく中国全土に投資していくのと比較して、印僑のインド投資には
そこに宗教による選別が入り込み、投資そのものが新たな宗教対立を生じさせるおそれがあるのではな
いかと思う。 
